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私

は

、

今

ま

で

に

一

度

も

人

か

ら

蹴

ら

れ

た

こ

と

も

、

自

分

か

ら

人

を

蹴

っ

た

こ

と

も

な

い

。

こ

れ

が

普

通

だ

と

思

っ

て

い

る

▼

そ

れ

な

の

に

近

頃

、

子

ど

も

が

子

ど

も

を

蹴

る

姿

を

よ

く

目

に

す

る

。

｢

人

を

蹴

る

行

為

は

相

手

を

人

と

思

わ

な

い

仕

打

ち

、

絶

対

に

い

け

な

い

｣

と

注

意

す

る

と

、

｢

蹴

る

、

、

な

ん

て

ふ

つ

う

じ

ゃ

ん

」

「

親

に

も

、

、

、

、

、

、

蹴

ら

れ

る

｣

な

ど

の

反

応

が

返

っ

て

き

た

。

ま

た

、

や

た

ら

人

の

体

を

お

も

ち

ゃ

に

す

る

遊

び

も

目

に

つ

く

。

お

笑

い

芸

人

の

影

響

も

あ

る

よ

う

だ

が

、

相

手

に

平

手

打

ち

を

し

た

り

、

友

達

の

顔

を

い

じ

っ

た

り

▼

文

科

省

が

発

表

し

た

｢

問

題

行

動

調

査

」

に

よ

る

と

、

〇

七

年

度

に

確

認

し

た

児

童

生

徒

の

暴

力

行

為

が

過

去

最

高

だ

っ

た

。

感

情

が

コ

ン

ト

ロ

ー

ル

で

き

ず

、

思

い

を

伝

え

る

た

め

の

言

葉

の

力

と

忍

耐

強

さ

を

欠

い

て

い

る

実

態

が

表

れ

て

い

る

。

さ

ら

に

、

相

手

も

自

分

も

｢

人

｣

と

し

て

尊

重

す

る

と

い

う

意

識

の

希

薄

さ

が

う

か

が

わ

れ

る

▼

相

手

を

暴

力

で

倒

し

て

も

、

争

い

は

解

決

し

な

い

。

平

和

は

実

現

し

な

い

。

い

く

ら

腹

が

た

っ

て

も

、

暴

力

に

頼

り

た

い

衝

動

を

ぐ

っ

と

抑

え

、

言

葉

の

力

で

何

と

か

相

手

に

食

い

下

が

る

粘

り

を

持

た

せ

る

こ

と

。

私

た

ち

教

員

の

使

命

で

あ

る

。

（

Ｔ

）

地域手当大幅削減をみんなの力ではね返そう！
突

然

突

然

突

然

突

然

のののの

地

域

手

当

地

域

手

当

地

域

手

当

地

域

手

当

削

減

削

減

削

減

削

減

にににに

憤

慨

憤

慨

憤

慨

憤

慨

十

月

二

十

三

日

、

給

与

確

定

交

渉

の

席

で

、

県

は

突

然

地

域

手

当

の

削

減

案

を

出

し

て

き

ま

し

た

。

そ

の

削

減

案

は

、

名

古

屋

を

１

２

％

と

す

る

も

の

の

、

知

多

を

含

む

尾

張

地

域

を

３

％

、

西

三

河

６

％

、

東

三

河

〇

％

と

い

う

も

の

で

、

全

県

の

平

均

が

６

％

に

な

る

と

い

う

も

の

で

し

た

。

現

在

、

地

域

手

当

は

全

県

一

律

１

０

％

で

あ

り

、

も

し

仮

に

知

多

の

地

域

手

当

が

３

％

に

な

っ

た

と

し

て

試

算

し

ま

し

ょ

う

。

１

か

月

の

給

与

に

お

い

て

、

４

７

才

で

４

７

万

円

と

し

た

場

合

、

４

万

７

千

円

の

手

当

が

１

万

４

１

０

０

円

と

な

り

、

３

万

２

９

０

０

円

の

減

額

と

な

り

ま

す

。

県

は

、

こ

の

削

減

を

来

年

４

月

か

ら

実

施

し

た

い

と

い

う

意

向

を

示

し

て

い

ま

す

。

そ

の

主

な

理

由

と

し

て

、

①

今

年

の

人

事

委

員

会

の

勧

告

で

地

域

手

当

の

見

直

し

が

求

め

ら

れ

た

こ

と

、

②

県

の

財

政

が

ひ

っ

迫

し

て

い

る

こ

と

、

③

総

務

省

か

ら

、

一

律

支

給

は

「

地

域

民

間

賃

金

の

適

切

な

反

映

を

行

う

」

と

い

う

主

旨

を

没

却

す

る

も

の

と

し

て

県

が

計

画

す

る

退

職

起

債

を

拒

否

さ

れ

る

な

ど

の

圧

力

が

あ

っ

た

こ

と

を

挙

げ

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

例

え

ば

名

古

屋

と

知

多

で

ど

れ

だ

け

物

価

の

差

が

あ

る

と

い

う

の

で

し

ょ

う

か

。

同

じ

労

働

を

求

め

て

お

い

て

、

勤

め

る

地

域

が

違

う

か

ら

給

与

が

違

う

な

ど

と

は

解

せ

な

い

話

で

す

。

知

多

か

ら

名

古

屋

に

通

勤

す

る

人

や

、

名

古

屋

か

ら

知

多

に

通

勤

す

る

人

も

多

く

い

ま

す

。

愛

教

労

は

、

「

県

の

言

う

『

総

務

省

の

指

導

？

』

が

本

当

に

あ

る

の

か

、

県

財

政

の

し

わ

寄

せ

を

教

員

の

手

当

削

減

に

す

る

こ

と

は

許

さ

れ

な

い

」

「

も

し

、

そ

の

よ

う

な

こ

と

が

本

当

な

ら

確

固

と

し

た

資

料

を

提

出

し

ろ

」

と

即

座

に

反

論

し

、

話

し

合

い

は

決

裂

し

ま

し

た

。

そ

の

後

、

十

一

月

二

十

一

日

の

交

渉

で

は

、

名

古

屋

８

％

、

尾

張

５

％

、

西

三

河

６

％

。

東

三

河

５

％

と

い

う

数

字

が

提

示

さ

れ

ま

し

た

。

ま

た

、

十

二

月

十

六

日

の

交

渉

で

は

、

県

は

新

た

に

全

県

一

律

６

％

と

い

う

数

字

を

提

示

し

て

い

ま

す

。

し

か

し

、

地

域

格

差

こ

そ

無

く

な

っ

た

も

の

の

、

現

在

の

一

律

１

０

％

か

ら

大

幅

な

マ

イ

ナ

ス

と

な

り

ま

す

。

と

う

て

い

こ

の

提

示

は

認

め

ら

れ

ま

せ

ん

。

ま

た

、

交

渉

の

さ

な

か

、

退

職

起

債

は

地

域

格

差

が

な

い

県

で

も

行

わ

れ

て

お

り

、

愛

知

県

よ

り

も

高

率

の

県

で

も

あ

る

と

い

う

朝

日

新

聞

の

記

事

が

出

た

こ

と

で

、

県

教

委

の

ウ

ソ

も

露

呈

し

ま

し

た

。

愛

教

労

を

は

じ

め

参

加

八

組

合

は

断

固

撤

回

を

要

求

し

ま

し

た

。

異

常

異

常

異

常

異

常

にににに

高高高高

いいいい管

理

職

手

当

管

理

職

手

当

管

理

職

手

当

管

理

職

手

当

そ

も

そ

も

愛

知

県

は

、

校

長

・

教

頭

の

管

理

職

手

当

が

他

県

と

比

べ

異

常

に

高

い

の

が

特

徴

で

す

。

管

理

職

手

当

を

国

な

み

に

す

れ

ば

、

年

間

三

億

五

千

万

円

が

浮

い

て

く

る

と

い

う

試

算

も

あ

り

ま

す

。

こ

う

い

う

と

こ

ろ

に

は

手

を

加

え

よ

う

と

せ

ず

、

毎

年

の

よ

う

に

賃

金

抑

制

を

繰

り

返

す

県

当

局

の

手

法

は

、

愛

知

県

の

教

育

に

責

任

を

も

た

な

い

や

り

方

と

批

判

さ

れ

て

も

仕

方

が

あ

り

ま

せ

ん

。

団

結

団

結

団

結

団

結

す

る

す

る

す

る

す

る

八

組

合

八

組

合

八

組

合

八

組

合

今

回

の

削

減

案

を

め

ぐ

っ

て

は

、

さ

す

が

に

教

育

関

係

す

べ

て

の

組

合

が

憤

懣

や

る

か

た

な

い

状

態

で

、

一

致

し

て

反

対

を

し

て

い

く

こ

と

で

話

が

つ

い

て

い

ま

す

。

一

律

六

％

に

決

定

し

た

か

の

よ

う

な

新

聞

報

道

が

あ

り

ま

し

た

が

、

確

定

交

渉

は

今

後

も

数

回

に

わ

た

り

行

わ

れ

る

こ

と

に

な

っ

て

お

り

、

目

が

離

せ

ま

せ

ん

。

知

教

労

も

反

対

の

声

を

上

げ

て

い

き

ま

す

。

北から南から ～～ 支部だより ～～

美浜町では、今年度から労働安全衛生法に基づき、学校安

全衛生委員会設置要綱(案)が示され、私の勤務する学校でも

設置された。安全衛生委員会は、校長・教頭・教務・校務・保健

主事・養護教諭のメンバーで構成されている。委員会の話し合

いの中で、私は衛生推進者として、まず職員からアンケートをと

ることを提案した。職場の環境や労働条件を良くするための要

望を集約し、それをもとに衛生委員会で話し合った。

アンケートの結果、快適な職場へ向けた具体策の要望で一

番多かったのは、教室への冬の暖房器具の設置だった。この点

については、さっそく学校内の予算でファンヒーターを購入し、

１２月に各教室に配置された。今まで暖房器具については毎年

要望としてあったが、なかなか実現しなかった。安全衛生委員

会の開催と併せて実現できたことは大きな前進である。

安全衛生委員会とは本来「労働者側の代表と管理職や産業

医が入ったメンバーで構成され、労働者の安

全と健康を確保するとともに快適な職場環境

の形成を促進することを目的として開かれる

もの」である。形だけのものにならないように、

今後も実のある会にしていきたい。（Ｕ）

教

員

評

価

は

役

に

立

た

な

い

‥

ア

ン

ケ

ー

ト

結

果

で

明

白

教

員

評

価

に

関

し

て

、

試

行

校

で

実

施

さ

れ

た

ア

ン

ケ

ー

ト

で

、

『

意

外

』

な

結

果

が

出

て

い

ま

す

。

と

く

に

注

目

さ

れ

る

点

は

、

教

員

評

価

に

よ

る

差

別

賃

金

の

導

入

に

つ

い

て

七

割

の

人

が

、

昇

進

に

つ

い

て

は

八

割

を

越

す

人

が

「

そ

う

は

思

わ

な

い

」

と

い

う

回

答

で

、

本

当

に

多

く

の

人

々

が

教

育

の

中

に

競

争

原

理

を

導

入

す

る

こ

と

に

「

否

」

と

い

う

結

論

を

出

し

て

い

る

と

こ

ろ

で

す

。

子

ど

も

を

思

い

や

り

、

と

き

に

は

厳

し

く

、

と

き

に

は

理

解

し

な

が

ら

進

む

た

め

に

は

、

教

員

同

士

の

何

気

な

い

助

け

合

い

が

な

く

て

は

な

ら

な

い

も

の

で

す

。

私

た

ち

の

主

張

の

裏

に

は

そ

う

い

っ

た

「

正

義

」

が

あ

る

こ

と

を

確

信

し

な

が

ら

、

堂

々

と

声

を

出

し

て

い

き

た

い

も

の

で

す

。

詳

し

く

は

、

本

日

同

封

さ

れ

て

い

る

る

。

愛

教

労

ニ

ュ

ー

ス

１

４

４

号

を

ご

参

照

く

だ

さ

い

。

教

員

評

価

に

よ

る

差

別

賃

金

導

入

反

対

は

み

ん

な

の

願

い
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がんばるがんばるがんばるがんばる県下各地県下各地県下各地県下各地のののの連帯組連帯組連帯組連帯組 知ってるってるつもり・Ｑ＆Ａ

好評のQ＆Aコーナー、ボーナスの季節ですので、

税金の徴収に関するＱ＆Ａです。

電卓を使って、算数のおもしろさを味わおう！

Ｑ 期末手当（ボーナス）の明細書を見ると、所得税がいわゆる天

引きされているのに、住民税は引かれていません。ボーナスには

住民税は課税されないのでしょうか。

また、「新任は月々の給与から住民税が天引きされない」とい

う話を聞きました。職場の新任さんに明細を見せてもらうと、なる

ほど住民税の蘭は空欄になっています。なぜ、新任には住民税

が課税されないのでしょうか。

Ａ 所得税と住民税は、課税や徴収の方法が違います。所得税の

場合、税がかかる収入に対して、一定の割合で徴収されます。

会社勤めや私たち教員などは、いわゆる「天引き」という方法で

徴収され、事業主が本人に代わって納入しています。

これに対して住民税（県民税と市町村民税）は、前年の１月か

ら１２月までの１年間の所得に対して課税されます。それを翌年

の５月から１２回に分けて徴収（天引き）されるで、月々の給与か

らは住民税が引かれていますが、ボーナスからは引か れてい

ないのです。

そして、説明したように、前年の所得に

対して課税されるので、３月まで大学生

で、一定の収入がなかった新任さんは、住

民税が徴収されないわけです。したがっ

て、正確には「新任さんは徴収されない」と

いう言い方は正しくなく、前年に講師をして

いたり、民間企業で働いていた新任さん

は、当然、住民税を徴収されています。

労働時間の把握をせよ！措置要求提出

名教労の活動紹介

５月号のこの欄で紹介した、労働時間を記録するようにと

いう活動を進めている名古屋市教職員労働組合（名教労）が、

１０月に措置要求書を４校（後から２校追加して現在６校）

で申請しました。１１月には人事委員会からの各学校への状

況に関する調査事項に回答をしました。

要求書の内容は、学校長に対しては、①労働者の労働日ごと

に始業・終業時刻を確認し、これを記録すること。②始業・終業時

刻を記録する方法について。③労働時間を管理し、労働時間管理

上の問題点の把握及びその解消を図ること。などです。

市教育委員会に対しては、労働時間を適正に把握し管理する

ため、労働者の労働日ごとに始業・終業時刻を確認し、これを記

録することを各学校に徹底すること。労働安全衛生法違反が生じ

ないよう学校長を指導すること。を要求しています。

この活動に対して、愛教労と名教労は１１月２７日に全県

・全国に支援の要請を行ないました。それを受け全教からは

米浦委員長名で１２月１日に各県教組に応援要請が発信され

ました。愛教労各組合・分会からも要

請書を名古屋市教委に提出しました。

この活動に刺激されたのか、愛教組・

名教組も「勤務時間把握」について動

きを見せるようになってきています。

いろいろな場面で、電

卓を使った授業展開が用

意されています。その際、

少々の時間のすき間に、

面白い電卓遊びをしてみ

てはどうでしょうか。3つ

ほど紹介したいと思いま

す。

①100と入力します。その

後、√キーを打ちます。

そうすると、10と表示し

ます。次も続けて、 √

キーを打ちます。3.162277

6と表示します。また、√キーを打ちます。 ・・・・・

どんどん続けてやってみましょう。25回目に1と出ます。

（√100とは、□×□＝100になる数のことですと、教

えてください。つまり、10のこと）

最初の数を1、000とか10、000で始めたらどうしょうか。

やってみてください。 （他の数でもOK.）

② 1×1＝1 11×11＝121 111×111＝12321と、みんな

で計算してから 1111×1111 は、いくつになるでしょ

うかと、質問します。きっと、1234321がでてくるでしょ

う。では、電卓で、計算してみてください。と話を進め

てください。どんな結果になるでしょうか。

③ 9×9＝81 99×99＝9801 999×999＝998001となり

ます。では、9999×9999はいくつになるでしょうか。と

質問します。

みんなの予想がそろったところで、電卓で計算して

みましょう。予想どおりでしたか。<答えは99980001>

自分自身が、電卓に興味があって、いろいろ遊んでみ

た経験がありました。そして、いろんな面白さや数の不

思議さに入り込むこともできたと思います。このような

ことから、算数のおもしろさにふれたら、算数を楽しむ

こともできるのではないでしょうか。

計算嫌いな子も、こんな遊びから算数に興味を示すか

もしれません。是非、試されたらどうでしょうか。
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